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江
戸
時
代
の
水
運
②

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う
⑤

〜
小
川
河
岸
と
下
吉
影
河
岸
〜

　

元
和
８
年
（
１
６
２
２
）
、
松
岡
城

主
戸と

沢ざ

わ

安や

す

盛も

り

が
出
羽
国
最
上
郡
に
移

封
に
な
り
、
松
岡
（
高
萩
市
）
と
と

も
に
、
小
川
は
水
戸
藩
に
編
入
さ
れ

ま
し
た
。
小
川
河
岸
は
、
元
和
10
年

（
１
６
２
４
）
、
小
川
御
殿
（
現
在
の

小
川
小
学
校
）
に
常
番
を
置
き
、
江

戸
に
２
隻
の
米
船
を
送
っ
た
こ
と
に

始
ま
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
し
て
、
常

番
は
「
小
川
運
送
方
役
所
」
と
な
り
、

「
紅も

み

じ葉
郡ぐ

ん

鑑か

ん

」
と
い
う
文も

ん

書じ

ょ

に
よ
る

と
、
運
送
奉
行
１
名
、
手
代
４
名
、

中
間
３
名
、
船
頭
10
名
が
配
置
さ
れ

ま
し
た
。
運
送
方
役
所
で
の
職
務
は
、

①
領
内
年
貢
米
の
取
扱
い 

②
藩
邸

用
物
資
の
輸
送 

③
藩
用
船
の
借
上 

④
運
賃
の
査
定 

⑤
藩
船
の
維
持
管

理
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
享
和
３
年

（
１
８
０
３
）
、
運
送
方
役
所
は
上
戸

村
（
潮
来
市
）
に
移
転
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

昭
和
前
半
期
に
河
川
改
修
さ
れ
る

以
前
の
旧
園
部
川
は
、
小
川
河
岸
か

ら
河
口
ま
で
、
「
四
八
曲
目
」
と
言
っ

て
曲
り
く
ね
っ
て
お
り
、
現
在
の
園

部
川
よ
り
も
東
側
を
流
れ
て
い
ま

し
た
。
小
川
河
岸
は
川
岸
町
の
広
範

囲
に
あ
っ
て
、
御
用
河
岸
は
、
Ｊ
Ａ

常
陸
小
川
川
岸
倉
庫
周
辺
に
所
在
し

て
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
そ
の
繁

栄
し
た
面
影
を
探
す
こ
と
は
難
し
い

で
す
が
、
改
修
前
の
川
筋
に
橋
の
欄ら

ん

干か

ん

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
７
１
０

年
代
に
な
る
と
、
御
用
河
岸
ば
か
り

で
な
く
、
民
間
河
岸
も
開
設
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
米
輸
送
を
請
け
負
う

「
借か

り

上あ

げ

船せ

ん

」も
出
現
し
ま
し
た
。
御
用

河
岸
の
対
岸
に
は
、
江
戸
で
消
費
さ

れ
る
薪ま

き

が
山
の
よ
う
に
積
ま
れ
た
そ

う
で
す
。
小
川
、
下
吉
影
河
岸
の
薪ま

き

問ど

ん

屋や

が
扱
う
薪
は
「
サ
ク
ラ
マ
キ
」
の

名
前
で
江
戸
の
人
々
に
重
宝
が
ら
れ

ま
し
た
。

　

慶
安
４
年
（
１
６
５
１
）
、
磐い

わ

城き

平
た
い
ら
は
ん藩

は
、
水
戸
藩
の
了
解
を
得
て
、

下
吉
影
に
河
岸
を
設
置
し
て
、
巴
川

河
口
の
串く

し

挽ひ

き

ま
で
の
航
路
を
開
き
ま

し
た
。
涸
沼
の
海
老
沢
、
網あ

掛が

け

に
荷

揚
げ
さ
れ
た
荷
物
は
、
下
吉
影
河
岸

ま
で
の
約
８
㎞
を
陸
送
し
て
輸
送
さ

れ
ま
し
た
。
小
川
河
岸
ま
で
は
約
17

㎞
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
距
離
は
半

減
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
巴
川

は
、
川
幅
が
狭
く
、
水
量
も
あ
ま
り

豊
富
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
高
瀬
船

の
航
行
は
困
難
で
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
下
吉
影
か
ら
串
挽
ま
で
は
小
型

船
で
運
ば
れ
、
串
挽
で
小
川
河
岸
か

ら
回
送
さ
れ
た
高
瀬
船
に
乗
せ
換
え

て
江
戸
に
向
か
い
ま
し
た
。
下
吉
影

河
岸
は
県
道
大
和
田
桃
浦
線
を
下
吉

影
宿
か
ら
鉾
田
市
大
和
田
地
区
へ
向

か
っ
た
、
巴
川
に
架
か
る
大
和
田
橋

の
北
側
に
あ
り
ま
し
た
。
天
保
３
年

（
１
８
３
２
）
、
下
吉
影
河
岸
に
は
、

運
送
方
役
所
が
上
戸
村
か
ら
移
転
さ

れ
て
き
ま
す
。

　

船
頭
た
ち
は
、
荷
物
を
輸
送
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
江
戸
の
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
伝
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、

船
頭
の
日
記
に
よ
る
と
、
井
伊
直
弼

大
老
が
暗
殺
さ
れ
た
「
桜
田
門
外
の

変
」
は
事
件
か
ら
３
日
後
に
も
た
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
両
河
岸
は
水
戸
か

ら
江
戸
ま
で
物
資
を
輸
送
す
る
水

運
の
一
大
拠
点
と
し
て
繁
栄
し
ま
し

た
。

〈
次
回
の
掲
載
は
５
月
号
で
す
〉

【
小
美
玉
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
☎
２
６-

９
１
１
１
】

明治時代の小川河岸の復元模型

現在の小川河岸跡　道路に橋の欄干が残っている

現在の下吉影河岸跡


